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［知識］

G7(Group7)
1975 年にフランスの提唱で始まった、先進国首脳の定期的な会議のこと。
日本、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、カナダ、アメリカの７か国と EUが
主要メンバーである。

［読解］

問 2.　バイデン大統領は、平和記念資料館を訪問した後、何と発言しましたか ?

国民の安全を守りぬくこと。
核兵器のない世界という理想を見失うことなく、それを追い求め続けること。

問 1.　岸田首相の言う、首脳の責任とは何ですか ?

問 3.　中国が中央アジアの首脳とこのタイミングで会議を開いたのはなぜだと思われますか ?

［思考］
（考え方）
ロシアは今、一方的にウクライナに侵攻していると言えます。
とはいえ、話し合う余地はないのでしょうか。考えてみてください。

核戦争がもたらした破壊的な現実を力強く思い出させるものだった。

G7サミットに対抗して、地域の連携を強めるため。
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問 4.　被爆者のサーロー節子さんはなぜ、首脳声明に失望したのでしょうか ?

平和記念資料館を見学した首脳が何を感じたのかや、核兵器禁止条約についてもふれられていなかったから。
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